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1．はじめに

　IASB は、2015 年 8 月に意見募集「2015 年
アジェンダ・コンサルテーション」（コメント
期限：2015 年 12 月 31 日）（以下「本協議文書」
という。）を公表している。本稿においては、
本協議文書の概要について説明させていただ
く。なお、文中、意見にわたる部分は、私見で
あることをあらかじめ申し添える。

2．本協議文書の概要

　IFRS 財団のデュー・プロセス・ハンドブッ
クにおいて、IASB は、3 年ごとに作業計画に
ついて公開協議を行うこととされている1 本協
議文書は、当該定めに基づき、財務報告に関心
を有する者から、IASB の戦略的な方向性と作
業計画のバランス2、及びアジェンダ・コンサ
ルテーションを行う間隔として 3 年間が適切か
について見解を聴取することを目的として公表
されたものである。IASB は、2011 年に第 1 回

目のアジェンダ・コンサルテーションを行って
おり、今回のアジェンダ・コンサルテーション
は 2 回目のものである。

3．IASBの作業計画

　本協議文書では、質問に先立ち、IASB の作
業計画について、次の説明がされている。

⑴　2020年までに、各カテゴリーに必要なリ
ソースの見込み

　2015 年から 2020 年において、各カテゴリー
に必要なリソースは次のように変化することが
見込まれている。
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表 1：2015 年から 2020 年において、各カテゴ
リーに必要なリソースの見込み

区　分 2015 年から 2020 年に必
要なリソース

リサーチ・プロジェ
クト

増加が見込まれる（リサー
チ・プログラムを増加させ
るため）。

1 　IFRS 財団のデュー・プロセス・ハンドブック第 4．3 項から第 4．5 項を参照。
2 　本協議文書では、IASB の作業計画以外（教育活動や IFRS タクソノミに関する活動）については見解を求め

られておらず、これらは IFRS 財団から公表されている意見募集文書「体制とその有効性に関する評議員会の
レビュー：レビューにあたっての論点」で見解を求められている。
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⑵　現在進行中のプロジェクト
　2015 年 7 月末において、現在進行中のリサー
チ・プロジェクト、基準レベル及びその他の主
要なプロジェクトは、次のとおりである。

⑶　プロジェクトの優先順位づけに関する考慮
要因

　作業計画における個別のプロジェクトについ
て優先順位づけを行い、必要なリソースを配分
するうえで、IASB は、次の点を含め、さまざ
まな要因を勘案する。
①　財務報告書の利用者にとっての当該事項の

重要度
②　解決すべき問題の緊急性

表 2：2015 年 7 月末におけるリサーチ・プロ
ジェクトの一覧3

プロジェクト
の段階 プロジェクト

評価段階 事業の定義

割引率

のれん及び減損

法人所得税

排出物価格設定メカニズム（以前
の排出量取引スキーム）

退職後給付（年金を含む）

基本財務諸表（以前の業績報告）

引当金、偶発負債及び偶発資産

株式に基づく報酬

開発段階 共通支配下の企業結合

開示に関する取組み─開示原則

表 3：2015 年 7 月末における基準レベル及びそ
の他の主要なプロジェクトの一覧

デュー・プロセスの
段階 プロジェクト

基準を公表予定 保険契約

リース

公開草案を公表済み 概念フレームワーク

公開草案を公表予定 開示に関する取組み─会
計方針及び見積りの変更

開示に関する取組み─重
要性に関する実務記述書

ディスカッション・
ペーパーを公表済み

動的リスク管理

料金規制対象活動4

ディスカッション・
ペーパーを公表予定

開示に関する取組み─開
示原則

基準レベルのプロ
ジェクト

大きな変化は見込まれてい
ない。

概念フレームワーク 概念フレームワークの完了
が見込まれる 2017 年から
は大幅に減少することが見
込まれる。

開示に関する取組み 幾つかのプロジェクトが完
了するにつれて、一定程度
減少していく可能性があ
る。

維持管理及び適用に
関するプロジェクト

大きな変化は見込まれてい
ない。

3 　IASB は、表 2 に記載した項目のほかに、IFRS 第 5 号「売却目的で保有する非流動資産及び非継続事業」に
ついてもリサーチ・プロジェクトに着手すべきかについて検討を行っている。

4 　IASB は、料金規制対象活動に関する 2 回目のディスカッション・ペーパーを公表する予定である。

動的リスク管理

持分法

資本の特徴を有する金融商品

休止中 採掘活動／無形資産／研究開発
（R＆D）

外貨換算

高インフレ
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③　他の進行中のプロジェクト又は潜在的なプ
ロジェクトとの関係

④　解決すべき問題の複雑性及び広がり、並び
に解決策を開発し得る可能性

⑤　利害関係者が提案に対応することが可能か
（個々の提案への対応と作業計画全体への対
応の双方）

⑥　作業計画の全体的なバランスと、最終的に
基準レベルのプログラムに進む可能性のある
進行中のリサーチ・プロジェクトにおける全
体的なバランス

⑦　IASB メンバーにとって十分な時間が確保
できるか、及び、スタッフのリソースが十分
に確保できるか

⑷　IASBの作業計画に関する質問
　本協議文書では、IASB の作業計画につい
て、次の点について見解が求められている。
①　プロジェクトのバランス：IFRS 財団のリ

ソースを上記の 5 つのカテゴリーに割り当て
る際、IASB はどのような要素を考慮すべき
か

②　リサーチ・プロジェクトについて、次の点
について、どう考えるか
・リサーチ・プログラムに新たなプロジェク

トを加えるべきか。加えるとすれば、どの
プロジェクトか、その理由は何か。また、
追加するプロジェクトを進めるために、現
在進行中のどのプロジェクトについて優先
順位を引き下げるべきか
・リサーチ・プログラムから、外貨換算及び

高インフレのプロジェクトを削除すべき
か。賛成又は反対の理由は何か
・他にリサーチ・プログラムから削除すべき

プロジェクトはないか
③　リサーチ・プログラムの各プロジェクトに

ついて、相対的な重要度（高・中・低）及び
緊急度（高・中・低）について、どのように

考えるか。なお、特にランクを高又は低とし
た項目について、どのような理由によるもの
か

④　主要なプロジェクトに関する IASB の現在
の作業計画について、コメントがあるか

⑤　IASB と IFRS 解釈指針委員会は、利害関
係者のニーズを満たすために、適切な方 
法で十分な導入支援の取組みを行っているか

⑥　IASB の作業計画は、全体として、適切な
ペースで基準の変更がされ、原則主義の基準
設定に適切な程度で詳細な基準の開発につな
がっているか。それは、どのような理由によ
るものか

⑦　IASB の作業計画について、他に何かコメ
ントはあるか

4 ．アジェンダ・コンサルテーショ
ンの頻度

　IASB は、主要プロジェクトを進める場合、
リサーチから基準設定プロジェクトまで完了 
させるためには、通常、3 年超の期間を要す
る。このため、本協議文書では、関係者の一部
から 3 年ごとではアジェンダ・コンサルテー
ションのサイクルとして短すぎ、5 年ないし 7
年サイクルにすべきという見解も聞かれている
旨が示されたうえで、アジェンダ・コンサル
テーションの頻度を 5 年ごとにすることが提案
されており、賛否とその理由が求められてい
る。

5．おわりに

　会計基準の開発において、適切なアジェンダ
が設定されることは極めて重要であり、当委員
会も、2011 年に IASB より公表された「2011
年アジェンダ・コンサルテーション」に対し
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て、国内関係者と緊密な意見交換を行ったうえ
で、IASB に対して意見発信を行った。今回
は、第 1 回目の機会であった前回の協議と置か
れている状況に相違はあるものの、当委員会
は、国内関係者と十分な意見交換を行ったうえ
で、意見発信を行うことを予定している。


